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　植民地時代の経済社会活動の中心地は，何よりもま
ずボストンBostonニューヨークNew　York，フィ
ラデルフィアPhiladelphia，チャールストンChale－
ston，ニューポートNew　Portといった海浜の諸都市
であった。これらの港町は，17世紀のおわり頃迄はま
だ都市というよりは成長した「タウン」といった性格
のものであった。
　しかし，ヨーロッパからの移民や生活物資の受け入
れ口であり，西インド諸島やアフリカとの貿易拠点で
あり，かつ，内陸諸タウンへの物資の配給センターで
もあったために，その後のアメリカ経済社会の発展史
上，きわめて重要な意義を持つ場であったD。
　ボストンは，1620年ピルグリム・ファーザーズPil・
grim　Farthersが入植したプリマス植民地Plymouth
Colonyとともに，ピューリタンの町として知られ，
ジョン・ウィンスロブJohn　Winthropを総督とし
て，1929年から入植がほじまった。このマサチュー’一セ
ッツ湾植民地Massachussetts　Bay　Colonyに最初の
6ヵ月のうちに，イングランドから15隻の船が1，000
人以上の成年男子と子供を運んだ。イングランド教会
のロードLaud主教によるピューリタン圧迫が，この
移民運動に拍車をかけ，1634年までには，およそ10，000
人が植民することとなった。このいわゆる「ピューリ
タン大移住」Great　Migrationによって，ボストンの
人口は，1690年までには7，000人を数えるにいたった。
（ニューイングランドの全人口は50，000人）1）。
　ニューヨークは，ボストソより5年前に「オランダ
西インド会社」Dutch　West　India　Co漕こよって建設
された三つの交易植民地（フォート・オレンヂ，ニュ
ー・アムステルダム，フォート・ナソー）から成る
「ニュー・ネザーランド」の中心であった。この，ニ
ュー・アムステルダムと呼ばれていた港町には，1630
年までにはおよそ300人の住民がおり，港はいつも船
　　　　．E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，でにぎわい，町は水夫でいっぱいであったという。
　1664年，チャールズニ世はオランダと戦い，弟のヨ
ーク公にこの周辺一帯をあたえてから，この町もその
植民地周辺も「ニュー’一ヨーク」と改名されたが，人ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤはそれほど増加せず，1674年までには3，500人，そし
て，1690年頃までには4，500人程を数えるにすぎなか
った。
　フィラデルフィアは，ウィリアム・ペンWilliam
Pennによって1681年に建設されたペンシルバニアの
玄関口として発達した。ペンは1682年渡米して，フィ
ラデルフィアの街を碁盤の目のように設計したといわ
れる。2年間のうちに357軒の家が建てられ，1685年
の植民地人口は9，000人にもなったという。ペンは．
イギリスのクエーカーのみでなく，ヨーロッパで迫害
されていたプPテスタント諸派の人々に信教の自由と
土地所有についての寛大な条件をあたえたので，ヨー
ロッパ各国の人々が住混することになった。
　しかし，フィラデルフィアの人口は17世紀のおわり
頃でも2，000人程でしかなかった。
　これらのアメリカ植民地の都市人口は，中世ヨーロ
ッパの都市人口とくらべてまだ依然として小さく，し
たがってまだ都市として経済的機能3）を十分発揮する
までにはいたっていなかった。ちなみに，上記五大海
港都市の推定人口をかかげておこう。
　　　五大海港都市の推定人口：1630－1775
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　17世紀後半の海浜諸都市の社会構造は，如何なるも
のであったであろうか。ここでボストン，ニューヨー
ク，フィラデルフィアを含めた都市社会の社会構造
を，「理念的」に素描してみることにしよう。
　社会階層の底辺には，まず，黒人奴隷がいた。黒人
奴隷といえば，7メ，リ，カの南部植民地に発達したプラ
ンテーション経営と不可分の要素であり．それゆえに
従来から南部の経済社会的発展との関係でのみ問題と
されてきたきらいがある。しかしながら，最近ますま
すあきらかにされてきたことではあるが，北部におい
ても，植民地時代を通じてはじめから移入され，とく
に海浜都市の社会構造の一要素となっていたことは注
目してよい。
’「ニューイングランド商業の真の誕生年」Dといわれ
る1643年から12ヵ月以内に，4隻のニューイングラン
ド生え抜きの船舶が，カナリア諸島に出かけている
が，この内の1隻がバルバドス経由でニューイングラ
ンドへ帰る途中，バルバドスで，アフリカ・ベルデ岬
諸島の「マイオ島Isle　de　Maioから連れて来られた
アフリカ土人Africoesと交換」2）に，タバコを買いっ
けている。これが二＝一イングランドに奴隷貿易が導
入された最初の重要な史実であるが，さらに重要なこ
とは，それ以来，西インド諸島との通商の有利性が，
商人の間で強調されはじめたことである3）。のちにニ
ュー Cング’ランド貿易のひとつの重要な形態である，
いわゆる「三角貿易」が繭芽しはじめたのは，この時
期である。　　　　　　　　，
　1645，初代総督の甥であるダウィングGeorge　Do－
wingは西インド諸島からくわしい報告をウインスロ
ップ・ジュニアに送っているが4），その中で，バルバ
ドスはめざましい程繁栄しており，この住民は「今年
1，000人を下らないニグロをつれてきた」と考えられ
るし，「彼らが買えば買う程，更により多く〔ほかの
商品を〕買うことが出来る。というのは，一年半で彼
らが〔黒人を買うのに〕かかっただけ，更に儲けるこ
とが出来るからだ……」と，奴隷貿易の盛行とその暴
力的収益性と，それに基づく西インド諸島の経済的般
盛の様子を伝えている5）。
　このようにして，1690までには，北部植民地の諸都
市には，メリーランドやヴァージニアなどのタバコ地
帯と同様，奴隷は総人口中かなりの部分を構成するよ
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　ボストソは，入植から数十年しか閲してはいず，わ
ずか4，500人の住民しか数えなかった時に，すでにこ
の「奇妙な制度」との関係が見られるのは，次のよう
な事情からであった。
　ニューイングランドとインディアンとの最初の，短
いがしかもアメリカ史上最も血なまぐさい戦争（1675）
によって捕えられた数百のピークォット・インディア
ンPequotの婦女子は，マサチューセッツから西イン
ド諸島に移出され，そこでアフリカ黒人奴隷と交換さ
れた。さらにその数年後，ジョン・ウィンスロブの義
兄弟がナラガンセット・インディァンNarragansetts
との戦いによって捕えたインディアンたちを，より多
くの奴隷と交換すべきだと勧め，それをもってビジネ
ス経営に必要十分な奴隷を貯えることの有利性を説い
ている。「あなたがたが十分ご承知のように，一人の
英国人召使いよりも20人のムーア人（Moores）をよ
り安くかかえることが出来る」からである，といって
いる6）。
　この奴隷労働コストの相対的な低廉さは，ニューイ
ングランド社会に，少数ではあるがコンスタントな奴
隷の流入をもたらした。北部の港町ボストンでさえ
も，一その奴隷供給源から遠くはなれていたため輸
送コストが蕎み，気候的に黒人労働の適するところで
はなかったが一西インド諸島やチェサピークChe・
sapeakeのプラソテーショソやコロニーとは比較にな
らないとはいえ，それでもなお1690年には人口の3～
4・R－一セントの奴隷人口が推計され，9家族に1人の
奴隷が使役されていたといわれる7）。　　　”
　ヘンレッタの調査研究によると，1685年から1699年
までのボストンにおける304の財産目録の中で，奴隷
の記載があるものは35ケース（11．5％）あるとされ，
グリーンは，1708年には400ケースみとめられると推
計している8）。
　他方，これらの奴隷を使役している社会層は，いう
までもなく富裕な貿易商人あるいは官吏であった。か
れらは主として奴隷を家僕として使うのが多かった。
商人または職人で奴隷を労働者の下働きとして使うも
のも多かった。
　ボストンの場合とは対照的に奴隷の移入と使役はよ
り急速かつ深くニューヨークの土に浸透していった。
　ボストンの場合，黒人奴隷はインディアンの捕囚の
結果として，いわば間接的に開始されたが，ニューヨ
ークの場合は，オランダ人の西アフリカに対する国際
的な奴隷貿易から直接的に結果するものであった。オ
ランダの私掌捕船によって最初の黒人奴隷がジェーム
ズタウンに売られたのは1619年であった。
　イギリス人がニュー・ネザーラソド（1664年，ニュ
ーヨークとニュージャージーに分割）を手中に収める
5年程前にその首都ニュー・アムステルダムには400
人以上の奴隷が入っていたといわれている。1664年，
イギリス人たちがニューアムステルダムを奪取した時
には，黒人奴隷人口は全体の2Qパーセントもあって，
当時のヴァージニアやメリーランドの約二倍であった
という9）。
　その後，イギリス人はオランダ人たちよりも活発に
奴隷貿易に従事しなかったとはいえ，奴隷の輸入と縁
を切ったわけではない。1698年まで，イギリスのロイ
ヤル・アフリカ会社がオランダの仕事を引き受けてい
た。
　ニューヨークではじめて行なわれたセンサスの年
（1698）までには，黒人はその都市人口の14パーセン
ト以上であった。また，この年，35パーセントの戸主
が奴隷を所有していたのに，その5年後には41パーセ
ントにも上昇していることは，この都市社会における
奴隷所有の着実な進展を見ることができる1°）。
　フィラデルフィアにおいても，奴隷の輸入と使役は
はじめから見られる。この町はクエーカーによって建
設されたもので，その信仰上の立場から，一般に奴隷
所有にたいしては否定的であったことはよく知られて
いる1D。しかしながらクエーカーの奴隷制廃止論は都
市建設の50年もあとになってきかれたのが実清であっ
た。初期の入植老たちは，入植地の激しい開拓労働に
あてるため，イングランドから携えてきた金を，アフ
リカ人の購入に使いはたしたといわれている。・
　17世紀のおわりにおいては，15家族に1人の割合で
黒人奴隷が所有されていることを，当時の財産目録は
示している。この割合は前述の＝ユーヨークやボスト
ンにくらべて少ないのは，この都市がまだ建設問もな
い町であったこと，白人の不自由労働力を雇用する資
力があったこと，および，宗教的な理由などによるも
のと考えられる12）。
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　都市の社会層の中で，奴隷に次ぐものは年季奉公人
indentured　servantsといわれるものであった。大西
洋を渡るために前もって4～7年間の労働力を売り渡
す契約をするならわしがあった。この契約を意味する
「インデンチュア」というのは，元来契約の書式に由
来している。つまり，契約書の半分が刻み目で切り離
され（indent）て，その＝片を雇用者が，他の一片を奉
公人が受けとる慣習があった。同じ年季奉公人でも自
発的なものと非自発的なものがあり，前者はドックや
船上で自分に対してつけられる高値を選ぶことが出来
た。初期の奉公人は，植民者の親類，縁者が多かった
といわれるが，これらは，一定の期間内に十分仕事を
習得して独立の職人や商人になったものが多かったで
あろう。しかし，非自発的な年季奉公人の多くは，多
くの場合，債務者，浮浪者，もしくは国外追放をいい
わたされた罪人であった。これら後者の年季は7～10
年だったといわれるD。
　これらの年季奉公人たちは植民地アメリカの重要な
労働力を構成していた。といっても，とくにニューヨ
ークとフィラデルフィアではかなりの割合を占めてい
たが，ボストンでは事情が異っていた。
　いずれにしても，年季奉公人の経済的・身分的地位
はきわめて低劣であったことは，例えば初期のチェサ
ピークのタバコ植民地で見られるように，多くの奉公
人たちは自らの自由を手に入れる前に死にたえ，契約
奉公期間をおえて法的な自由を享受しえたものは，ご
くまれであったことからもよく知られている。また，
奉公人の中で，とくに13歳から20歳の少年たちの自殺
や逃亡老の魑しい数は，労働条件のみでなく，身分上
の差別がいかに悲惨であり，かつ耐えがたいものであ
ったかを，無口のうちに物語っている2）。
　年季奉公人の数についていえば，例えば1682～87年
にフィラデルフィアに到着した788入のうち，全体の
34パーセント，男子大人の49パーセントがそうであっ
たという。この場合，家族，宗教，地縁などでつなが
っている者が多かった3）一第一世代の場合には．こ
うしたケースが多い一とはいえ，全住民中の年季奉
公人の占めるおおよその割合が推測出来るであろう。
あるものは革命当時まではおそらく白人住民の4分の
3が年季奉公人だったというの。
　不自由労働者たちの上には，徒弟奉公人Appren－
ticesがおり，さらに契約で雇用された家内労働者が
いた。徒弟も召使いにはちがいはなかったが，年季奉
公人とは異って，主として知人や後見人との間で同意
の上で仕事見習いのために一定期間修業する者たちで
ある。契約の方式はおおよそ旧世界の伝統的な慣習に
したがい，18へ20歳位まで数年間親方のもとで学習
し，技術を修得して，独立するのが常であった。とく
に，ニューイングランド（ボストン）の徒弟制度は，
家族的形態を保ち，親方も徒弟の家族も信仰を同じく
する者に限られていた。フィラデルフィアのクエーカ
ー商本たちの間にも，おおよそこの種の慣習が行なわ
れていたと考えられている5）。
　自由ではあるが不熟練な労働者が，次の社会層を形
成する。前工業化社会にあっては，これらの労働者た
ちは，主として建設業や海運業において重要ではある
が未熟練の労働力であった。とくに主要な海港都市に
おいては土工，荷役，沖仲仕などが埠頭にたむろして
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いた。かれらは，港から港へと移動し，職業をかえ，
そして若死したから，経済統計上もっとも取り扱いに
くい対象であった。事実，これらの白人の極貧層たち
は，課税台帳や土地台帳に名をのこすことはなかった
からである。
　これらの海運業に携っていた不熟練労働老と同等の
階層ではあるが，一定の土地や地方に定着していた一
般の労働者たちがいた。かれらは，家屋，埠頭，道
路，橋梁の建設など植民地時代を通じて重要な企業活
動に雇われた人たちであり，道路舗装，地下室や井戸
の掘削，材木の切り出しや運搬，その他の運送などの
業務に服していた。
　労働者の数を確定することは，上述の事情からきわ
めて困難であるが，1685年から1699年までの間，ボス
トンにおける財産目録304の中で，物故者の約5分の
1を構成していたことが報告されている。
　これらの勢働者たちは，さきの奴隷，年季奉公人お
よび徒弟奉公人らと共に17世紀のおわりにおける全労
働力の約半数を構成していたと考えられる。
注
　1）ハロルド・U・フォークナー，小原敬士訳
　　『アメリカ経済史』上，至誠堂，1968，95ペー
　　ジ以下参照。
　　　当時のアメリカまでの船賃は6～10ポンドで
　　あり，それは当時のイギリスの労働老の貨幣賃
　　金では3～4年間の収入に相当したといわれ
　　る。それにくらべて4年ないし7年というのは
　　厳しい条件であったが，いったん自由になるこ
　　とが出来た労働者は能力に応じて報われ，イギ
　　リスの労働者よりも20～100パーセント高い賃
　　金を得ることが出来，必要品はより自由に入手
　　することが出来たから，この将来の自由にたい
　　するあこがれは，よく数年の不自由を耐える力
　　をあたえたと思われる。
　2）　Abbot　E．　Smith，　Colonists　in　Bondage，
　　White　Servitude　and　Convict　Labor　in
　　America，1607－1776，　Chapel　Hil1，　N．　C．，
　　1947．
　　Russell　R，　Menard，“From　Servant　to
　　Freeholder：Status　Mobility　and　Property
　　Accumulation　in　Seventeenth－Century　Mary・
　　Iand，”　rV．　M．　Q．，30，1973，　pp．37－64，
3）Marion　Balderston，“A　Pa垣al　List　of　the
　　Familes　Who　Arrived　at　Phiadelphla　betwe・
　俘n　1682and　1687，”　The　Pennsylvania　Ge－
　　neological　Magazine，8，1884，　pp．328－340．
4）　フォークナー一一，前掲書，97ページ。
　5）　Richard　B，　MQrris，　Government　and　La・
　　bor　in　Early　America，　N．　Y．，1965，　pp．363－
　389．
　　当時のこの種の労働老の体験について，もっ
　　とも手近かな文献はrフランクリン自伝』（松
　　　本慎一・西川正身訳，岩波文庫）であろう。
　　　The　AutobiograPhy　of　Beny’amin　Franlllin，
　　　ed，，　by　Leonard　W．　Labaree　and　others，
　　　Yale　UP．，　N．H．，1964，
　「商売をしている人」tradesmen，「職工」mechani・
cs，「工匠」artificers，，「革のエプロンをつけた人」
leather　apron　menなどと呼ばれた職人artisants
は，労働者と上層階級との間に幅広い層を占めてい
た。きわめて広範囲の職種を含むこれらの階層を，単
一のあるいは確定的な職業上あるいは社会層の概念に
よって分類することはほとんど不可能に近いといって
よい。
　これらの多くは独立自営のビジネスマンであって，
金銀細工職人や帽子工や製靴工や仕立屋，マスト製造
や帆布製作職人まで含まれ，その経済的富裕度や業界
の身分などについては，多様であった。
　これらの職種の中のあるものについては，’徒弟一ジ
ャーニーメソー親方といったヨーロッパ中世以来の伝
統的なクラフト・ギルドの階層制が見られた1）。
　経済的繁栄と安定にともなって，自らの労働に対す
る物的報酬へめ期待が高まってくると，例えば，ボス
トソの大工やフィラデルフィアやニューヨークの時計
製造工その他の職人たちの名前が，課税台帳Tax
Recordにあらわれてくるようになる。
　1691年にボストンの大工であったトマス・スミス
Thomas　Smithは839ポンドの価値額の財産（それ
には人の年季奉公人で312ポソドの価額の家屋が含ま
れていた）を残して死んだといい，その7年後にはリ
チャード・クリスプRichard　Crispというもう一人
の大工は72ポンドの動産だけしか遺産相続人に残さな
かったという。
　フィラデルフィアの手袋製造人であったスティーヴ
ン・コールマンStephen　Colemanは1699年に死んだ
が，2軒の家屋を含む580ポンドの財産をのこしてい
る。他方，同年に死んだもう一人の同業者であるジョ
ソ・シモンズJohn　Simonsは51ポンドしか財産をの
こさなかったという2）。
　このように，それぞれの職人が成功して財を成すか
否かは，その職業上の熟練度，市場の状況，ビジネス
感覚，健康，ビジネス上のパートナー，結婚，等々に
よって大きく左右されたことであろう。
17世紀後半の都市の職人たちの成功の機会は，同一
職業内においても著しく較差があり，さらに職種間に
おいては一そう大きな差異があった。すべてのタウン
において，職種間の階層秩序は自ら存在していたし，
それゆえに，個々の職人が如何なる職種に携っている
かによって，ある程度その将来における成功を予想す
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ることが出来た。
　貴金属細工職人は靴職人よりも早く出世し，大工は
仕立屋や靴下編工よりも容易に財産家となることが出
来ることを，当時のすべての人々は知っていた。
　植民地時代最初の銀器製造人であったジョン・ハル
John　Hullは3），船舶を所有して西インド諸島，イギ
リス，スペイン貿易を営み，金貸業でもうけ，マサチ
ューセッツの財務官をつとめ，最初の造幣局長となっ
た。植民地最古の貨幣である「パイン・トリー・シリ
ング」Pine　Tree　Shillingはかれの鋳造によるもの
であることは，あまりにも有名である。
　フィラデルフィアにおける金細工人および銀細工人
の最も低い個人財産は，1690年から1775年の財産目録
上の評価によれば，798ポンドSterling　Poundであ
ったとされ，靴職人のそれは216ポソドであったとい
われる。また，ボストンにおいては，仕立職人や織布
工の40．5パーセントしか家屋あるいは敷地を所有して
いないが，大工は73．1パーセントも同程度の財産所有
者であった，という4）。
　そして，旧世界でもそうであったように，これらの
職人たちは大てい親子代々同一の職業を伝承していく
のが常であったから，貿易商人や土地投機業者たちと
は異って，飽くなき富の獲得に狂奔するよりはJ程よ
い生活を維持する収入に満足する傾向にあったため，
社会の安全要素であったといえよう。
　注
　　1）　この種の古典的な研究には，次のものがあ
　　　る。
　　　　Corl　Bridenbaugh，　Colonial　Craftsman，
　　　Chicago，1961．
　　　　R．M．　Tryon，　Household　Manufacture　in
　　　the　United　States，　1640－1860．
　　　　V．S．　Clark，　History　oアManufactures　in
　　　the　United　States，1607－1860．
　　2）　Thomas　Smithについては，　Suffolle　Coun・
　　　ty　Probate　Records，11，　P．449；同じく
　　　Rhicard　Crispにっいては，同。　XIV，　p．122，
　　　Suffork　County　Courthouse，　Boston．
　　　　Stephen　Colemanにっいては，　q庚cθof
　　　云hθ　1～ecordθr　O．プ　WillS，　1nt／ejレZ’07’θS，　β00々
　　　A，ヱ682－1699，no．199，同じくJohn　Si．
　　　monsについては，　Book　B，1699－1704，　No．
　　　17，City　Hall　Annex，　Philadelphia．
　　　　当時の不動産の価額はどの程であったのであ
　　　ろうか。それは勿論，時と場所と物件の大きさ
　　　によって千差万別であったろうが，ラヅトマン
　　　はボストン市内のいくつかのサンプルをあげて
　　　いるが，それによると，「家屋」Houseは25～
　　　200ポンド，家屋，中庭，庭園House，　Yard，
　　　Gardenは55～600ポンドであったという。
　　　（Rutman，　WinthroP’s　Boston，　p．192）
3）　モリソン『アメリカの歴史』〔1〕，94頁。
　　Hullについての原資料は，
　　The　Diaries　Oアノohn　Hu〃，　Transαctions
　and　Collections　of　the　American　Antiqua－
　rian　Society，1∫1，　Boston，1857．
　　Bernard　Bailyn，　The　New　England　Mer．
　chants，　pp．108，134，135．
　　Samuel　Eliot　Morison，　The　Builders　o
　the　Bay　Colony，　Boston，1930．
　　Hermann　F．　Clark，ノohn　Hull．．．，　Portland，
　Maine，1940．
4）　例えば17世紀後期～18世紀初頭のボストンお
　よびフィラデルフィアの職業分類別の財産分布
　はつぎのようであった。
職 業
1．商人
　　　O－50ポンド
　　　51－200
　　201－400
　　401以上
2．　フロフェショナル
　　　0－50
　　　51－200
　　200－400
　　401以上
3．船大工
　　　O－50
　　　51－200
　　200－400
　　401以上
4．大　工
　　　0－50
　　　51－200
　　201－400
　　401以上
5．製靴工，仕立工
　　　0－50
　　　51－200
　　200－400
　　401以上
6．　水夫，労働者
　　0－50
　　　51－200
　　201－400
　　401以上
7．寡婦
　　　O－50
　　　51－200
　　200－400
　　401以上
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　　Gary　Nash，　The　Urban　Craccibles，　Appendix，
　Table　5より構成。
　　資料：（）17ice　of　the　Recorder　of　Wills，　Suffolk
　　　　County　Courthouse，　Bostonおよび（～撰oε
　　　　of　the　Recorder　o∫Wills，　City　Hall　An－
　　　　nex，　Philadelphiaの財産目録（inventory）
　　　　　　　　　　－5一
　都市社会の上層にはJ大別して二つのグループがあ
った。ひとつは社会的に身分の高い人々であり，他は
その所有する富によってきわだっている人々であっ
た。
　まず，前者は官吏Government　Offcers，郷紳
Gentlemen，　Esquirer，および，牧師Ministers，教師
Professors，　School　teachers，医師Doctors，弁護士
Lawyerといったプロフェショナルであった。これら
の人々は経済的報酬よりはむしろ，地域社会の人々の
尊敬をかちえていた。例えば，1690年代のボストンに
おける公立学校の教師は，年収たったの25ポンドであ
ったし，数十年のニューヨークでも30ポンドたらずの
報酬であったといわれるD。また，1725年に，ボスト
ンの第三教会Old　South　Church　of　Bostonの教会
員たちは，その専任牧師にたいして，年額75ポンドし
か支払っていなかったという2）。
　植民地の海浜都市社会の階層序列はごく大ざっぱに
表現すれば，上から富，権力，社会的威信という順序
になると考えられるが，ニューイングランドの場合は
とくに，牧師は貧しくはあったけれども，社会的には
上層エリートを構成していたことは，よく知られてい
るところである3）。
　社会的には尊敬を受けなかった，というより，むし
ろ白眼視されてはいたが，経済生活において支配的な
富と権力を持っていたのは，いうまでもなく貿易商人
であった。都市の商店主も，つねに商人の地位に上昇
しようとする強い願望を抱いていた。これらの商人階
級こそ，植民地と海外，海浜と奥地とを結ぶ生命線を
全面的に支配していた，重要な人々であった。
　植民地経済は，これらの輸入商，輸出商，卸売商，
小売商，あるいは船舶，埠頭，倉庫の建設業者などな
くして，一日たりとも成り立つことは出来なかった。
これらの商人階級は，それゆえに生活必需品のみなら
ずありとあらゆる商品の流れを支配したのみならず，
船舶建造，信用施設，そして不動産を牛耳っていたの
で，植民地の都市経済において，急速に支配的地位を
築き上げて行ったのは，おどろくにあたらない。した
がって，主として北部の諸海浜都市においては，その
経済的影響力に相応した政治的権力を次第に手中に収
めることになるが，これらの商人階級の社会的身分
は，未だ伝統的色彩の濃い植民地社会にあっては十分
に認められるには至らず，この商人階層の上方移動に
たいしては，しばしばはげしい抵抗が見られた。植民
地時代におけるもっとも重要かつやっかいな諸問題
は，主としてこの種のものが多かったのは，このよう
な理由によるものであった4）。
注
1）William　H．　Whitmore　and　others　eds．，
　RePorts　of　the　Record　Commissioners　of
　the　City　of　Boston，39　vols．，　Boston，1876－
　1908．
　　Robert　Francis　Seybolt，　The　Public
　Schoolmasters　e∫Colonial　Boston，　Cam・
　bridge 1939．
　　Minutes　of　the　MeetingS　of　the／ustices，
　Churche　Wardens，　and　Vestr夕men　of　the
　City　o／2＞ew　York，ヱ694一ヱ747，　N．　Y．　Pu－
　blic　Library．
2）　Hamilton　Andrews　Hi11，　History　oアthe
　Old　　Soath　　Church　（Third　Church），　Bos－
　ton，1669－1884，2vols．，　Boston，1890，1，
　p．417，
　　John　CottonやJohn　Wilsonにたいしても
　1640年代のおわりに約75ポンド支払らわれてい
　たという。Rutman，　Winthrop・s　Boston，　p．
　213．
　　ニューイングランドの牧師については，Da・
　vid　D．　Hall，　The　Faithfut　ShePherd，　A
　Historヅof　the　New　England　Ministry　in
　the　Seventeenth　Century，　Chapel　Hill，1972；
　J．William，　T．　Youngs，　Jr．，　Geod’s　Messen－
　gere，　Religious　Leadership　in　Colonial
　2＞ew　En81and，1700－1750，　Johns　Hoptins
　U．P．，　Baltimore，1976．
3）　ニューイングランドの商業センターであるボ
　ストンでは，マサチューセッツの総議会Gene・
　ral　Courtに代議員として三人の商人が認めら
　れたのは，1680年になってからであった。
　George　J．　Lankevich，　Boston，　A　Chronolo．
　gicaland　I）ocumentary　Il「istor二y，1602－1970，
　N．Y．，1974，　p．11．
　　この時期のニューイングランド社会の変化に
　ついては，Bailyne，　New　En8，land　Merc－
　hants，　pp．143－167．
4）　植民地時代の商人階級の研究については，
　Bailyn，　New　England　Merchants．
　　Frederick　TQ王1es，　Meeting　House　and
　Counting　House’The　Qualeer　Merchants
　of　Colonial　PhiladelPhia，　ヱ862一ヱ763，
　Chapel　Hi11，　N．　C．，1948．
　　Philip　L．　White，　The　Beelemans　o／New
　Yorle　in　Potitics　and　Commerce，ヱ647－
　1877，N，　Y．，1956，
　　Virginia　D．　Harrington，　The　New　yo幼
　Merchant　on　the　Eve　of　the　Revolution，
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N．Y．，1935，などがある。また，
　Stuart　Bruchey　ed．，　The　Colonial／lfer・
chant，　Sources　and　Readings，　N．　Y．，1966
の資料集参照。
　植民地商業都市における商人の活動とその社
会的・政治的軋礫については，拙稿「Robert
Keayne事件を通して見たNew　Englandの経
済と倫理」明治大学『政経論叢』34－3．4，昭．
40，に書いたことがある。
　植民地時代の経済変化の度合いを，社会経済構造の
側面から計測しようという試みは，最近いくつかの研
究によってすすめられている。われわれはさきにラッ
トマン1）やヘンレッタ2）らの研究にもとずいてあきら
かにされた，ボストンの社会構造についてのいくつか
の特徴をあげたことがある。それは1687年と1771年の
課税台帳Ta＃Recordの比較を通じてつぎのような
結論があきらかにされた。
A．1687年
　1．　全人口（成年男子）の14％は課税対象財産を所
　　有していない，いわば無産の階層を構成してい
　　る。
　2．全人口の6分の1は，財産所有老の子弟，年季
　　奉公人，半熟練工，商店員などで，それぞれ2～
　　7ポンドの財産を所有している。これらはタウン
　　の課税対象財産総額の12％を占めている。
　3．全体の25％を占めている中間層（商人，不動産
　　業者，熟練工など）は，それぞれ8～20ポンドの
　　価額の財産を有し，これらは全体の22％の財産総
　　額を占めている。
　4．最も富裕な貿易商人，造船業者，醸造業者たち
　　は21～170ポンドの財産をもち，全人口の24％で，
　　全体の66％の財産を支配している。
　5．中でもそのトップの50人（5％）は，全財産の
　　52％を所有していた。
B．1771年
　L　無産の階層は29％となっている。この頃のボス
　　トンの人口は倍になったが，このカテゴリーに入
　　る人の数は4倍となった。
　2。　有産階層人口の下位半分を占める人々の財産額
　　は12％から10％に減少した。
　3．以前4分の3の人口を数えていた中産階層の所
　　有になる財産総額は，21％から12．5％へと著しく
　　減少し，これらの人々の社会的地位は降下した。
　4．全人口の富裕な25％の人々は，ボストンの課税
　　対象財産総額の78％を支配するようになった。
　5．さらに上位15％のものが65．9％の財産を，また
　　トップの5％のものが，全財産の44．1％を支配す
　　るようになった。
　このような趨勢は最近のナシュの研究によってもた
しかめられている。例えばボストンのこの時期の財産
分布はつぎの表に見られるようなものであった。
　　　　ボストンの課税対象財産の分布（％）
10分位によるグルー
プ別分類 1687年 1771年
0－30（極貧層）
31－60
61－90
91－100（富裕層）
2．6
11．3
39．8
46，3
0．1
9．1
27．4
63．4
富裕層の内訳：
91－95
96－100
’　16．1
　30．2
14．7
48．7
シュヅツ係数 J ．49 ．58
　（Gary　Nash，　The　Urban　Crucibles，　Appendix，
Table　3，より構成。
資料はWilliam　H．　Whitmore　and　others，　ed．，
RePorts　of　the　Record　Com〃zissioners　o！the
　City　of　Boston，39　vols．，　Boston，．Z876一ヱ908，
1，pp．91－133．およびMass．　Archives，　CXXXII，
　pp，92－149，　State　HQuse，　Boston．）
　またフィラデルフィアとニューヨークにおける同じ
ような傾向は，つぎの表からうかがうことが出来る。
　　フィラデルフィアの課税対象財産の分布（％）
｝2讐場赫グ11693剣・767年1・774年
0－30
31－60
61－90
91－100
91－95
96－100
2，2
15．2
36．6　：
　　　J46・Ol
1．8
5．5
27，0
65．7
13，2
32．8
16．2
49．　5
1．1
4．0
22，3
72．3
16．8
55．5
シュツツ係数 ・43　i ・6・； ．66
ニューヨークの課税対象財産の分布（％）
撃翁騒よるグル”！・695年 1730年
0－30
31－60
61－90
91－100
91－95
96－100
3．6
12．3
38．2
45．2
13．2
32．0
6．2
13．9
36．　5
43．7
14．2
25．4
シュツツ係数 ．46 ．44
資料：同上。
資料：フィラデルフィアについてはPennsylvania
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Magazine　of　History　and　BiograPhy，　No．8，
1884，pp．85－105，　Van　Pelt　Library，　Univ，　of
Pennsylvania，およびPennsylvania　State　Archi・
ves，　Harrisburg，　Pa．所蔵のInventories．）
（ニューヨークについてはCollections　o／the　New
Yorle　Historical　Society，43，　N．　Y．，1911，　pp．1－
35，N．　Y，　City　Archives　Center，　gueens　College，
Flushing，　N．　Y．，所蔵のInventories・）
注
　　1）　Darrett　Rutman，　Winthrop’s　Boston，
　　　Chapel　Hill，　N，　C，1965．
　　　　　Rutman，“The　Mirror　of　Puritan　Autho－
　　　rity，”in：George　A．　Billias，　ed．，　Law　and
　　　Authority　io　Colonial　America’Selected
　　　Essays，　Barre，　Mass．，1965．
　　2）　James　A．　Henretta，“Economic　Develop．
　　　ment　and　Social　Structure　in　Colonial　Bo．
　　　ston，”r「MQ，22，1965，　pp．75－95．
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